
○岡田議長 次に、安達議員。

〔安達議員質問席へ〕

○安 達議 員 会 派信 風 、伊藤 議員 の代 表質問 に関 連して ２点 の質

問を した いと思 いま す のでよ ろし くお 願いし ます 。昨日 あた りか

らち ょっ と体調 も悪 い んです が、 特に 花粉症 が自 分にと って 大敵

な状 態で 、鼻声 です け れども 、思 い切 り声を 出し てしゃ べれ ると

思いますのでよろしくお願いします。

質 問で すけれ ども 、 伊藤議 員の 質問 で、経 済対 策と健 康と 福祉

施策 につ いてで して 、 その関 連と して 、障が い者 支援に つい て質

問したいと思いますのでよろしくお願いいたします。

私 、ち ょうど ４日 の 日だっ たと 思う んです が、 日本海 新聞 、地

方紙 のほ うで、 一面 障 がい者 雇用 とい うとこ ろの 報道キ ャン ペー

ンを 見さ せても らい ま した。 ちょ うど 障がい 者の 雇用に 向け てと

いう 命題 で３人 の方 の 話、い わゆ る対 談方式 で取 り上げ てあ った

のを 見ま したの で、 ま た意を 強く して 思って おり ます。 その 中で、

障が い者 の就労 支援 、 障がい 者の 雇用 、それ から 就労支 援の 就労、

特に 定着 化の取 組に つ いてお 伺い した いと思 いま す。就 労支 援の

現状 と課 題解決 につ い て、障 がい のあ る方の 一般 就労に おい て、

短期 間で の離職 とか そ ういっ た課 題が あるよ うに 自分は 思っ てお

りま して 、本人 の特 性 に見合 った 助言 や支援 が必 要では ない かと

思い まし て、就 労の 定 着に向 けた 取組 につい てど のよう に考 えて

対策 を練 ってお られ た り支援 をし てお られる かお 聞きし たい と思

いますのでよろしくお願いいたします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 一般就 労に おけ る就労 定着 化に向 けた 取組



につ いて でござ いま す が、障 がい のあ る方が 就労 移行支 援事 業所

等の 利用 を経て 一般 就 労への 移行 後、 職場に おけ る人間 関係 の悩

みや 、御 自身の 体調 面 などの 就労 に伴 う課題 が生 じた際 は、 就労

定着 支援 という 障が い 福祉サ ービ スを 利用す るこ とがで きま す。

令和 ６年 度のサ ービ ス 利用者 は１ ５人 であり 、就 労定着 支援 事業

所が 個別 支援計 画を 作 成しま して 、継 続して 就労 ができ るよ う支

援を して いると ころ で ござい ます 。ま た、ハ ロー ワーク 、障 害者

就業 ・生 活支援 セン タ ーも同 様に 、就 労定着 化に 取り組 んで いる

とこ ろで ござい まし て 、それ ぞれ の支 援機関 が連 携をし まし て、

障が いの ある方 の就 労 定着に 向け て支 援をし てい るとこ ろで ござ

います。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 新 聞を ち ょっと コピ ーし たんで すが 、障が い者 の就

労と いう ことで 、先 ほ ど言い まし たよ うに、 県の 担当部 長さ んが

１人 加わ って話 の座 談 会方式 で取 組を 提示し て、 披露し てお られ

まし たの を、非 常に こ のタイ ミン グで 見させ ても らって おり ます。

それ と、 先日で すけ れ ども、 たま たま ですけ れど も、私 議員 にな

る前 に、 障がい 者の 支 援事業 所に ３年 ちょっ と勤 めてお りま して、

そこ で私 の経営 者、 私 にとっ ては 経営 者の方 にた またま 市役 所で

出会 いま して、 かな り 気合を 入れ られ まして 、ま だ元気 だな と思

いつ つ、 この質 問に 取 り上げ たと ころ の場面 もち ょっと あっ たで

すね 。そ のとこ ろの 事 業所で 関わ った 人に、 市中 で時々 出会 うん

です が、 あまり 明る い 顔を私 に向 けて くれな いの で、ひ ょっ とし

てま たど っかの 事業 所 に転職 され たん じゃな いか なと思 いつ つ、

そう いう ことを 余計 思 ったり しま す。 定着が 非常 に困難 なこ とを



私も 経験 、僅か 短い 期 間でし たけ れど も、一 緒に 関わっ てお って、

うま く助 言がで きな か ったな 、支 援が できな かっ たなと いう とこ

ろを 反省 しなが らや っ たとき に、 元気 かとい うこ としか 言え ない

自分 を惨 めに思 うこ と があり ます 。ま た、思 うと ころに は、 特に

鳥取 県が 取り組 んで お られる 工賃 の最 低賃金 の引 上げと いう よう

なと ころ も、特 に知 事 さんは 非常 にそ の辺の 取組 をして おら れる

よう に思 いまし て、 そ ういう とこ ろで 、経済 的自 立が本 人の 自立

に向 かっ ていく んじ ゃ ないか とい う思 いも強 くし ており ます ので、

また 取組 を広め てい た だけれ ばと 思い ますの でよ ろしく お願 いし

ます。

次 の質 問です けれ ど も、障 がい 者の 雇用就 労支 援、ま たは 定着

化に 向け て、サ ービ ス 利用者 の相 談体 制の充 実と いうの は、 一方

で大 変必 要かな と思 っ ており ます 。就 労継続 支援 Ａ型や Ｂ型 のサ

ービ ス利 用者自 身の 状 態で、 希望 を踏 まえた サー ビスや 、利 用サ

ービ スで すね、 そう い った支 援を 受け るため の相 談体制 の整 備と

か充 実っ ていう のは 非 常に図 られ なけ ればな らな いと思 って おり

ます けれ ども、 その と ころに つい ては どのよ うに 取組を して おら

れるかお伺いしますので、よろしくお願いします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 サービ ス利 用者 からの 相談 体制と いた しま

して は、 就労継 続支 援 事業所 、こ ちら はＡ型 、Ｂ 型でご ざい ます

けれ ども 、にお きま し ては、 障が いの ある方 、そ れぞれ の特 性、

障が いの 状態、 生活 実 態等に 応じ て、 御本人 の希 望を踏 まえ まし

た個 別支 援計画 を作 成 し、そ の計 画に 沿って 支援 を行っ てい ると

ころ でご ざいま す。 ま た、市 の窓 口に おきま して は、就 労の 定着



と離 職の 防止に 向け て 、申請 時に 本人 さんか らの 丁寧な 聞き 取り

を行 うと ともに 、障 が いのあ る方 やそ の御家 族か らの就 労や 生活

全般 につ いての 相談 に 応じて いる とこ ろでご ざい ます。 担当 する

相談 支援 専門員 やハ ロ ーワー ク、 障害 者就業 ・生 活支援 セン ター

など の関 係機関 とも 連 携をい たし まし て、就 労の 継続と 生活 の安

定につながるよう支援しているところでございます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 御 答弁 い ただき まし たで すが、 その 中で、 障害 者就

業・ 生活 支援セ ンタ ー 等とい うよ うに 、部長 、答 えられ たと 思う

んで すが 、その 等と い うとこ ろを もう 少し詳 しく 説明を して いた

だけ れば 、答え にい た だきた いも のと して受 け止 めをし たい と思

いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 そのほ かに は、 よなご 若者 サポー トス テー

ショ ンさ んとか 。あ と 労働者 の協 同組 合です のは ワーカ ーズ コー

プさ んと かござ いま し て、そ れぞ れの 機関と 連携 をして 、ケ ース

に、 その 内容に もよ り ますけ れど も、 連携を いた しまし て支 援を

行っているところでございます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 い ろい ろ 細かく 聞き まし たです けれ ども答 えて いた

だき まし た。私 も関 わ ってこ の間 あり ますけ れど も、障 がい 者の

特性 とい うんで しょ う か、そ れぞ れ精 神障が い、 知的障 がい 、身

体障 がい 、それ ぞれ 類 別に分 けら れる ところ があ ります けれ ども、

私が 関わ ったと いう こ とを先 ほど 言い ました です けれど も、 身体

障が いと 精神障 がい を 併せて 障が いに 関わっ てお られる 方や 、身



体障 がい だけで なく て 、知的 障が いや 少し精 神障 がいも 兼ね てお

られ るよ うな方 も見 受 けると 、大 変支 援サー ビス とかっ てい うの

が細 かく 、３つ の類 型 だけで 分け るっ ていう のは 大変厳 しい かな

と思 って 見てお りま し た。そ れで 相談 に乗る に当 たって も、 私も

若干 市役 所で福 祉担 当 をして おり まし たです けれ ども、 そう いっ

た知 恵が ありま せん で したか ら、 知っ てる限 りを 相談を 受け ると

きに せい ぜいし ゃべ っ て、助 言に 代え たなと 思い ます。 とり わけ

家族 さん が心配 され る ところ が非 常に あって 、そ ういう とこ ろを

本人 も交 えて支 援サ ー ビスっ てい うの が非常 に必 要かな と思 って、

時間 をか けて丁 寧に 説 明し、 支援 の中 身を理 解し てもら う必 要が

ある と思 うんで すが 、 その辺 はど うな んでし ょう か。少 し重 なっ

たことを言いますけれどもよろしくお願いします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 先ほど と同 様に なる内 容も ござい ます けれ

ども 、重 ねての 答弁 に はなる と思 いま すけれ ども 、やは り、 安定

した 生活 のため には 、 やはり 就労 の定 着です とか 離職防 止と いう

とこ ろが 大切だ と思 っ ており まし て、 本市の 窓口 におき まし ても、

まず 御利 用され ると き から丁 寧に お話 を伺い ます し、利 用さ れる、

サー ビス の利用 中に も 、先ほ ども お話 をしま した 相談支 援専 門員

です とか 、就労 の関 係 の機関 とも 連携 を図り まし て、御 本人 さん

の御 希望 などに 沿っ た 丁寧な 対応 を心 がけて いる ところ でご ざい

ます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 あ りが と うござ いま す。 この項 は最 後にし たい と思

いま すが 、以前 まで 障 がい者 支援 課の 窓口に は、 支柱、 見え る柱



に、 基幹 支援相 談総 合 センタ ーで すか 、とい う看 板があ って 、当

時、 非常 にこの セン タ ーの充 実を これ から取 り組 むとい うこ とを、

担当 課長 も随分 熱心 に しゃべ って おら れたと ころ があり ます 。た

だそ の看 板も最 近は 外 されて 、地 域で それぞ れの 分野で 皆さ んが

頑張 って おられ るの で 、今の とこ ろは 看板を 外し ました とい うこ

とを 言わ れまし た。 た だそう いう こと が地域 でも っとも っと 充実

して 、自 立支援 のサ ー ビス提 供が でき るよう に願 ってや みま せん

ので、その辺はよろしくお願いいたします。

じゃあ、次の項に行きます。農業振興についてです。

農 業振 興です けれ ど も、こ れも つい 、これ も４ 日の新 聞だ った

です か、 地方紙 に特 産 物の市 況が 載っ ており まし た。今 は春 ネギ

に変 わっ ていっ て、 今 までは 秋冬 ネギ が主だ った んです が、 この

１日 、２ 日ぐら いか ら 市況の 提供 記事 が春ネ ギの みにな った かな

と思 って 、秋冬 ネギ は 終わっ たの かな と思っ てい ますが 、こ の秋

冬ネ ギも 含めて 、ネ ギ の振興 につ いて お伺い した いと思 いま す。

代表 質問 にも上 げて も らいま した です けれど も、 市の取 組も もち

ろん です けれど も、 私 の家の 周り に特 に感ず るこ とが、 ここ 一、

二年 感ず ること が多 く て、い ろい ろ心 配ばか りを するわ けで すけ

れど も、 それは 皆さ ん 御存じ だと 思う んです けれ ども、 いわ ゆる

作付 地と か、そ れか ら 、耕作 をも う放 棄した だろ うなと いう 土地

が随 分増 えてい きま す 。前日 も和 田の 町内の 農事 実行組 合の 年１

回の 定例 会があ るわ け ですけ れど も、 そうい った ところ の意 見交

換で 、少 しあそ この う ちは農 業を 消極 的にな られ たよう だで とい

うよ うな ことも 聞き ま す。そ うい うと ころを 心配 すると 、ま た農

地が 減っ て、優 良農 地 が減っ て不 作付 地にな らへ んかな とい うと



ころ を心 配しま すの で 、取り 上げ た項 目とし て質 問させ ても らい

ます 。Ｊ Ａ鳥取 西部 や 本市は 、農 地や 生産地 の確 保、人 材も そう

です けれ ども、 まず 農 地の確 保が どの ように 図ら れてい るか をお

聞きしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 農 地 や生産 地の 確保 につい てで ござい ます 。富

益地 区の 基盤整 備事 業 や崎津 地区 のス ーパー 白ね ぎ団地 構想 のほ

か、 耕作 者の意 向を 伺 いなが ら、 既存 の事業 を活 用いた しま して、

耕作可能な農地の再生を行っているところでございます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 そ うで す ね、私 も特 に市 役所か ら帰 るとき に見 てる

んで すが 、農免 道路 両 サイド 、富 益近 くには 、今 圃場が ほぼ ほぼ

工事 が終 わった かな と 思って ます 。そ して作 付が 始まる んだ ろう

なと 思っ ている 中で 、 すごい 期待 感が あるわ けで すが、 そう はい

って も、 一方で は先 ほ ど言い まし たよ うに、 不作 付地が 増え るん

じゃ ない か、そ れか ら 人材後 継者 が減 るんじ ゃな いかと いう のを

非常 に心 配する とこ ろ を十分 理解 して もらっ て、 次の項 目に 変わ

りま すけ れども 、農 地 の貸し 借り や流 動化、 私も 農業委 員を して

おり まし たんで すけ れ ども、 地域 では 農地の 流動 化って いう のを

ふだ んか ら進め てお か なけれ ばな らん なと思 って おりま して 、農

地の 貸し 借りや 流動 化 につい てど のよ うに進 めら れてい るか 、そ

うい った 現状を 教え て いただ けれ ばと 思いま す。 よろし くお 願い

します。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 農 地 の貸し 借り につ きまし ては 、鳥取 県、 鳥取



県農 業農 村担い 手育 成 機構や 地元 の農 業委員 や農 業者と 情報 を共

有い たし まして 、農 地 の貸し 借り 、流 動化を 図っ ている とこ ろで

ございます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 そ うで す ね、流 動化 を進 めてほ しい 、また 話合 いを

進め てほ しいと いう の は、常 日頃 思う わけで すけ れども 、こ のこ

とが なか なか地 域で ど のよう に広 まっ てるか なっ ていう のが 非常

に心 配す るとこ ろで す 。農業 委員 会さ んは毎 月１ 回定例 会を 開い

て、 情報 交換や 農政 問 題につ いて 議論 をして おら れると 思い ます

が、 そう いった とこ ろ で、貸 し借 りの ことを 含め た土地 の流 動化、

売買 もあ るでし ょう け れども 、団 地化 とか圃 場形 成とか って いう

のを 、ぜ ひ進め ても ら えれば と思 いま す。我 が家 も何代 目か にな

りま すけ れども 、大 体 ８畝、 ８０ ０平 米です か、 いわゆ る 1,０ ０

０ 平 米 は な い 土 地 が 点 在 し て ま し て、 非常に 非効 率だな と思 って

おり ます 。そう いっ た 非効率 なと ころ を若干 広め て、農 地の 形成

を図ってもらって、産地育成にやってもらえばと思います。

次 の質 問です けれ ど も、人 材育 成の 実績と か産 地育成 の課 題に

関わ って 、本市 の役 割 につい て、 新規 就農を 含め た生産 者の 後継

者育 成と いうの はど の ように 図ら れて いるか 、そ ういっ たこ とを

教えていただければと思います。よろしくお願いします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 育 成 支援に つき まし ては、 ねぎ の学校 開設 など

関係 機関 と連携 して サ ポート 体制 を構 築し、 包括 的な支 援に 取り

組ん でい るとこ ろで ご ざいま す。 就農 前には 研修 制度の 活用 によ

る栽 培技 術の習 得、 農 地のあ っせ ん、 経営の アド バイス など を行



い、 就農 後には 生活 費 及び運 転資 金の 助成や 機械 導入支 援、 収益

向上 や経 営課題 の解 決 に向け たア ドバ イスを 行う ことで 、定 着と

早期の経営安定を図っているところでございます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 そ うい っ た収益 向上 とか 経営課 題の 解決に 向け ての

アド バイ スを常 日頃 や ってい ただ けれ ばと思 いま す。そ うい った

意味 で、 ねぎの 学校 で すか、 私、 時々 あの弓 浜支 所に行 くこ とが

あっ て、 そこで 研修 会 等を開 かれ てい るよう でし て、昨 日で すか、

昨日 は女 性部会 も開 か れてい たよ うで す。そ うい ったと ころ で、

ぜひ 地域 の農業 者の 育 成、そ れか ら地 域の課 題を 少しず つで も解

決に 向か って広 げて も らえば とい うふ うに思 って ます。 土地 を貸

し借 りは 簡単に はい き そうで いか ない マッチ ング なんで すけ れど

も、 それ はそこ の土 地 が持っ てる 、い わゆる 特性 ですね 。水 はけ

がい いか 悪いか 、そ れ で随分 生産 に関 わる部 分が ありま すの で、

そう いっ た話合 いを 進 めてい って 、ぜ ひとも 不作 付地が ない よう

に、 また 耕作放 棄に な らない よう にと いう願 いを 、常に 見る とこ

ろを お話 しして いる と ころで す。 そし て、人 材育 成のと ころ の実

績と 産地 育成の とこ ろ で重ね て言 いま すけれ ども 、離農 した 場合

の速 やか な農地 の流 動 化のた めに 、農 業委員 会さ んでは 話合 いや

相談 会な どをし てい る という ふう に伺 っては おり ますけ れど も、

そう いっ たこと をど の ように やっ てお られる か、 内容で すね 、そ

うい った ことを 教え て もらい たい し、 また集 落座 談会な どの 情報

共有 はど のよう に進 め られて いる かを お聞か せ願 いたい と思 いま

すので、よろしくお願いいたします。

○岡田議長 若林経済部長。



○若 林経 済部長 ま ず 、農業 委員 会の 取組で ござ います 。農 業委

員会 では 、市内 各地 区 の公民 館を 会場 といた しま して、 農地 所有

者や 就農 を希望 する 者 などを 対象 に年 ２回ず つ、 計１８ 回の 農地

相談 会を 実施し まし て 、離農 など によ る農地 の新 たな担 い手 探し

の相 談に 地元農 業委 員 、推進 委員 が応 じてい ると ころで ござ いま

す。 また 、委員 会内 で 畑作部 会、 稲作 部会を 開催 し、関 係機 関を

交え まし て、遊 休農 地 の解消 、発 生防 止に向 けて 情報共 有、 意見

交換を実施しているところでございます。

次 に、 集団座 談会 等 の情報 共有 でご ざいま す。 これは ＪＡ 鳥取

西部 が地 元農業 者を 対 象に各 地区 で実 施して いる 集落座 談会 にお

きま して 、地元 農業 委 員、推 進委 員が 参加す るこ とで情 報共 有を

図っているところでございます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 あ りが と うござ いま す。 市の農 林の 担当窓 口に 行き

ます と、 いろん なパ ン フとか があ って 農地の 相談 の仕組 みと かを

丁寧 にパ ンフで 説明 し ておら れた り、 また農 業委 員会の とこ ろに

も同 じよ うなパ ンフ が あって 、地 域農 業への 呼び かけを 、情 報提

供と して おられ るな と は見て おり ます 。そう いう ところ で、 支援

はそ れぞ れある でし ょ うけれ ども 、ぜ ひ、タ イム リーに 地域 に情

報を さら に一層 流し て もらえ れば と思 います 。先 ほども 市況 のこ

とで 言い ました よう に 、春ネ ギに 変わ ってい った わけで すけ れど

も、 大体 市況を 見ま す と、大 阪大 果で 1,２ ０ ０ 円 か ら 1,０ ０ ０ 円、

で す か ら 、 あ ん ま り 高 く もな いけ れど も安く はな いとい うと ころ

で、 ネギ は、い わゆ る 特産物 とし ては 非常に 高値 で市場 に出 回っ

てる んじ ゃない かな と 思って ます 。そ ういう とこ ろで、 ネギ を中



心に 特産 物の形 成を 願 うとこ ろの 一つ として お願 いする とこ ろで

あり ます 。先ほ ども 言 いまし たけ れど も、Ｊ Ａ鳥 取西部 主催 の、

西部 農協 主催の ねぎ の 学校の 希望 者が 多いと 聞き ますが 、卒 業生、

いわ ゆる 研修が 終わ っ た方々 への 支援 として 、就 農状況 やそ の後

の生 産技 術の向 上な ど がどの よう につ ながっ てい るかを お聞 きし

たいと思いますのでよろしくお願いします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 ね ぎ の学校 は、 新規 就農者 向け といた しま して

実施 して いるも ので す が、第 １期 生に 当たる 令和 ６年度 の卒 業生

１３ 名は 、いず れも 既 に就農 して おら れた方 でご ざいま す。 年間

を通 じた 白ネギ の栽 培 の基礎 知識 習得 を目的 とし て受講 され たも

ので ござ います 。な お 、１３ 名全 員が 現在も 営農 を継続 して いる

とこ ろで ござい ます 。 生産技 術の 向上 につき まし て、Ｊ Ａ鳥 取西

部に より ますと 、近 年 の猛暑 の影 響で 夏越し 後の 出荷量 が減 少す

る農 家が 多い中 、令 和 ６年度 に受 講さ れた農 家は 、ねぎ の学 校で

学ん だ夏 越し対 策を 実 施され たこ とで 、安定 した 出荷量 を維 持で

きて いる とのこ とで ご ざいま して 、生 産技術 の向 上が着 実に 図ら

れているものと考えております。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 あ りが と うござ いま す。 いろん なと ころで 研修 も深

めて もら うし、 また 次 からの 後継 者育 成も図 られ てると 思い ます

が、 ぜひ 、卒業 生の 皆 さんが 、先 ほど は全員 営農 してお られ ると

いう ふう に力強 く聞 き ました 。そ うい うのを 今後 も続け ても らい

たい と思 います し、 ４ 月から 新年 度に 入るわ けで すけれ ども 、新

たに また 新規の 学校 の 入学と かの 準備 をされ るよ うにし ても らい



たい と思 う一人 です 。 そうい った とこ ろで、 ぜひ 産地が 今あ りま

すの で、 その産 地を 、 産地育 成を 、維 持と育 成を 兼ねて 進め ても

らえればと思います。

そ して 、次の 質問 で すけれ ども 、人 材育成 の実 績と、 そう いっ

たこ とを お答え いた だ きまし たが 、以 前は、 担い 手人と して 、卒

業す る方 も含め て、 農 家を見 る限 り、 新しく 新規 就農者 を見 る限

り、 男性 が非常 に多 く 見える わけ です けれど も、 最近は 機械 化が

かな り進 んでま して 、 機械化 によ り省 力化も 進ん でいる と思 いま

す。 そう いった とこ ろ で、女 性の 農業 進出と いう のはど のよ うに

期待 され ている か、 ま た期待 すべ きだ と思い ます が、ど のよ うな

状況かお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 女 性 の農業 への 進出 への期 待と いうと ころ です

けど 、我 々も正 直期 待 してお りま す。 ですが 現状 といた しま して

は、 女性 の認定 農業 者 は夫婦 共同 で営 農され てい る方や 、白 ネギ

では ござ いませ んが 、 ハウス など の施 設野菜 で営 農され てい る方

がお られ ます。 まだ 少 ない現 状だ とい うふう に認 識して おり ます。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 女 性単 独 では、 先ほ ども 言いま した 、機械 化が 進ん

でい ると はいう もの の 、なか なか 見受 けるこ とは ありま せん 。た

だ、 これ からの 農業 担 い手と して お願 いした いと 思いま す。 とり

わけ 、ネ ギばか りを 言 ってま すけ れど も、私 が見 る限り 、河 崎の

とこ ろだ ろうと 思い ま すが、 安倍 か河 崎かち ょっ と分か りま せん

が、 境界 が、そ こで は ハウス に女 性の 活躍さ れて る、活 動し てお

られ る方 をよく 見る わ けでし て、 園芸 栽培で はあ るのか なと 思い



ます が、 畑地栽 培に 出 かけて もら えれ ばと思 いま す。特 に最 近は

機械 化が 進んで ます の で、期 待す る向 きは非 常に 多うご ざい ます

ので、よろしくお願いします。

こ れ最 後にな ろう か なと思 いま すが 、人材 育成 、産地 形成 の維

持を とい うこと を言 っ ている 中で 、さ らにＪ Ａ鳥 取西部 は産 地間

競争 、あ まり、 私、 産 地間競 争っ てい うのは 得意 じゃな いん です

か、 言葉 として は。 産 地間の 競争 とい うのは 絶対 ありま すの で、

そう いっ た市場 や産 地 の維持 、確 保に ついて 大変 重要だ と思 いま

す。 この ような 状況 の 中で本 市の 果た す役割 をぜ ひお伺 いし たい

と思 いま すので 、そ の 取組内 容を お聞 きした いと 思いま す。 よろ

しくお願いいたします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 本 市 の役割 、さ らに は取組 内容 につい てで ござ

いま す。 本市特 産の 白 ネギは 、地 元は もとよ り、 都市部 の大 手青

果市 場か らも高 い評 価 をいた だい てお り、従 来か らＪＡ 鳥取 西部

を通 じま して、 京阪 神 及び中 四国 の市 場へ多 くの 白ネギ が出 荷さ

れて いる ところ でご ざ います 。本 市の 果たす 役割 として 、弓 浜地

区白 ねぎ 産地の 生産 振 興プラ ンに 基づ く取組 をは じめ、 ＪＡ など

の生 産組 織及び 生産 者 に適宜 必要 な支 援を行 いな がら、 生産 量の

拡大 を図 ってい きた い と考え てお りま す。さ らに 、関係 団体 と連

携い たし まして 、ブ ラ ンドを 発信 する など、 より 広域な 販売 展開

につながるよう引き続き支援していきたいと考えております。

○岡田議長 安達議員。

○安 達議 員 あ りが と うござ いま す。 先ほど も言 いまし たで すけ

れど も、 産地間 競争 と かは、 あん まり 私、協 調が できん 、得 意じ



ゃな いん で分か らな い ことが あり ます が、そ うは いって もで すね、

地方 紙に 載って ます そ ういっ た市 況、 一番東 は多 分大阪 、中 京だ

と思 いま すし、 最近 は 聞きま すと 、山 陽とか 姫路 辺りの 市況 に出

荷さ れる ように 聞い て おりま す。 そう いった とこ ろで、 ブラ ンド

品で ある 白ネギ の産 地 間のそ れぞ れの ライバ ル視 がある かも しれ

ませ んが 、ぜひ 、今 言 われた よう な支 援をお 願い する向 きは 非常

に強 うご ざいま す。 よ ろしく お願 いし ます。 とり わけ、 少し 前に

もこ こで 言いま した で すが、 西部 農協 ばかり を言 ってお りま すけ

れど も、 一番近 い系 統 を出荷 する 農協 さんで すの で、聞 いた とこ

ろに より ますと 、西 日 本第１ 位を 目指 すと、 産地 の第１ 位を 目指

すと いう ことで 、私 ち ょっと パソ コン 開いて みま したら 、鳥 取県

は大 分県 に次い で２ 位 なんで すよ ね。 ただ１ 位と 、大分 県と の差

が非 常に 差があ るよ う に感じ まし た。 ただ１ 位を 目指す とい うこ

とを 言っ ておら れま す ので、 トッ プリ ーダー が、 ぜひそ のこ とを

農家 さん にも伝 えて も らって 、地 域も 盛り上 げて いただ けれ ば、

盛り 上が ってい けば と 思って おり ます 。産地 間で の戦い とい うの

は、 後継 者もつ くり な がらで すね 、産 地維持 も必 要です ので 、そ

うい った ところ の行 政 の指導 助言 を重 ねてお 願い して私 の質 問を

終えたいと思います。


